
会議の名称 第3回宜野湾市振興計画審議会

開催の日時
令和3年1月20日（水）
開会：14時　閉会：16時

開催場所 宜野湾市役所　第三常任委員会室/web対応（zoom)

出席委員
氏　　名

◎獺口　浩一　（琉球大学　国際地域創造学部）
〇岩田　直子　（沖縄国際大学総合文化学部　人間福祉学科）
・小野　尋子　（琉球大学　工学部環境建設工学科）
・玉城　直美　（沖縄キリスト教学院大学　人文学部英語コミュニケー
　　　　　　　　ション学科）
・福里　清孝　（宜野湾市商工会）
・高里　健作　（宜野湾市観光振興協会）
・棚原　和明　（宜野湾市認可保育園長会）
・仲村　清　　（宜野湾市自治会長会）
・仲村渠　満　（宜野湾市社会福祉協議会）
・大城　秀信　（宜野湾市老人クラブ連合会）
・宮里　弘美　（市民公募枠）
・石川　正信　（宜野湾市教育委員会）
・前田　晋　　（株式会社沖縄銀行普天間支店）
・宇根　信明　（日本労働組合総連合会沖縄県連合会連合沖縄中部地域
　　　　　　　　協議会）
・山内　一郎　（FMぎのわん）
・野崎　聖子　（うむやす法律会計事務所）
・安藤　陽　　（市企画部）

※◎は宜野湾市振興計画審議会会長、〇は副会長を示す。

欠席委員
氏　　名

事務局

《企画部企画政策課》
泉川次長、仲泊技幹、玉城係長、宮良担当技査、具志堅担当主査、大浜担当主査

会議内容

1.開会

2.報告（進行：会長）
（1）第2回宜野湾市振興計画審議会等における意見等について
（2）宜野湾市議会全員協議会等における意見等について
（3）パブリックコメントにおける意見について
3.議事（進行：会長）
（1）第四次宜野湾市総合計画後期基本計画（原案）について
（2）第二期宜野湾市まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案）
     及び宜野湾市人口ビジョン（原案）について
4.その他
（1）第三次宜野湾市国土利用計画（素案）について
（2）今後のスケジュール
5.閉会

第3回宜野湾市振興計画審議会

会議録



会議資料

・資料1　　第2回宜野湾市振興計画審議会等における意見等について
・資料2　　宜野湾市議会全員協議会等における意見等について
・資料3　　第四次宜野湾市総合計画後期基本計画（原案）
・資料3-2　第四次宜野湾市総合計画後期基本計画及び第二期宜野湾市
           まち・ひと・しごと創生総合戦略修正箇所対応表
・資料4　　第二期宜野湾市まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案）
           及び宜野湾市人口ビジョン（原案）
・資料5　　第三次宜野湾市国土利用計画（素案）
・参考資料1　第2回宜野湾市振興計画審議会　会議録

その他必要事項

発言者 会議の経過（議題・発言内容・結論等）

事務局

これより、第3回宜野湾市振興計画審議会を開催する。
まず、Ｗｅｂ会議の説明をする。次に、配布資料の確認をさせていただく。それでは、
議事に入る。議事については、会長に会議の進行をお願いしたい。

会長

本審議会は今回が最後となる。議題の第四次宜野湾市総合計画後期基本計画（原案）及
び第二期宜野湾市まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案）について前回からの継続審
議を行い、活発にご議論をいただいて審議会としての答申を行いたいのでご協力をお願
いしたい。
まずは報告から行う。報告１「第2回宜野湾市振興計画審議会等における意見等につい
て」、報告２「宜野湾市議会全員協議会等における意見等について」、報告3「パブ
リックコメントにおける意見について」を事務局より報告願いたい。

事務局 事務局より報告１、報告２、報告３について報告する。（資料１・資料２)

会長 事務局より説明があったが、質疑・意見等はあるか。

委員

資料２のNo.６「自治会加入世帯ではなく、自治会加入率を指標に追加できないか」と
あり、市の自治会長会で毎年６月に市と連携して加入促進活動を行っているが、マン
ション建設などで人口が増えている中、自治会加入世帯は増えない状況。加入促進を行
うことにより維持している現状であり、自治会加入率ではなく自治会加入世帯でよいと
考える。
加入促進活動をしなかったら転出や死亡などで減る一方で、加入促進活動で維持しなが
ら若干増える状況。また今後、若い世帯を増やすことが課題となる。

委員

自治体加入の世帯数を増やすことは難しい実情で、加入率どころか加入世帯の指標数に
こだわる必要があるのか疑問。目標1基本施策（1）の目指すまちの姿を実現する為には
必ずしも自治会員の世帯数を増やさなくてもできるのではないか。自治会に加入してな
くても地域の行事等に参加している数に着目すべきである。また、会費のかからない、
気軽に参加しやすいお祭りなど地域の行事、イベントがあれば参加者が増えるのではな
いか。そして、若い世帯、特に子どものいる世帯が参加していただき地域を盛り上げる
事は大事で、会費を払う会員世帯数や加入率にこだわるのではなく、地域のコミュニ
ティの連携が取れていて、色んな事が地域で出来ているのか見る為には、会員数ではな
くイベントに参加していただく人数を増やすことなどを考えていけないか。

事務局 了承した。

委員

資料１の目標１-２　男女共同参画の「多様性」というキーワードについて、市の考え
方（第２回審議会質疑への市の考え方）では、説明になっているが、総合計画へ「多様
性」を入れる事は厳しいのか、採用するのかどちらなのか。



事務局

総合計画のP34-35（資料３）、取組方針や主な取り組みに「多様性」という言葉が入っ
ているので、そのまま採用する。また、主な取り組みの内容と、はごろもプランの改訂
版について整合を図り取り組み内容を記載しているので、「多様性」は入れていきたい
と考えている。

会長

それでは議題に入る。議題1「第四次宜野湾市総合計画後期基本計画（原案）につい
て」は、第２回審議会からの変更点等について事務局より説明願いたい。

事務局 事務局より前回資料３と今回資料３-２に基づき説明。

会長 事務局より説明があったが、質疑等はあるか。

委員

資料３-２の№２、訂正後に「保育所の定員見直し、保育士確保対策等により」と記載
されているが、「保育所の定員見直し」は修正前の「保育所の創設や増改築、小規模事
業の促進」など実施することで構わないか。その中で、子ども園の建設とか考えている
のか。

事務局 現在、子ども園も含めて検討している。今後、標記も含めて検討していく。

会長

その他質疑あるか。
ないようなので第１回・第２回審議会のご意見と本日のご意見を事務局で取りまとめ、
答申書へ添付する形で宜野湾市振興計画審議会の意見書とすることでご意見はないか。

構成員一同 意義なし。

会長 それでは、答申書及び意見書は後日、事務局より委員に配布する。

会長 事務局より資料４の説明を願いたい。

事務局 事務局より資料４に基づき説明。

会長 事務局より説明があったが、質疑等はあるか。

会長

質疑等ないようなので、次に、その他1「第三次宜野湾市国土利用計画（素案）につい
て」は本策定委員会の審議事項ではないが、総合計画と一体的に策定を進めており、報
告という形になる。事務局より説明願いたい。

事務局 事務局より資料５に基づき説明。

会長 事務局より説明があったが、質疑等はあるか。

委員
「市土の利用目的に応じた区分」について、農地が減っていないが大山土地区画整理事
業は含まれていないのか。

事務局
令和14年次において完了している事業を整理しており、大山土地区画整理事業には反映
してない。

委員 令和14年には終わらないのか。

事務局
市の計画においては、令和14年次に完了していないので、反映していない。

委員

「市土の利用目的に応じた区分」とあるが関連して公園及び地域の整備で、嘉数高台公
園を整備しており、段差のあった多目的広場を駐車場にする工事を専門業者が行ってお
り安全面はしっかりしていると思うが、２ｍ以上の深い掘り起こしをし大きな石も取り
除いている。嘉数は激戦地であった為、工事をする前に磁気探査や安全面の規則等の市
のマニュアルはあるのか？

事務局

整備事業については、施設管理課が行っている。磁気探査や安全面に関しては、国、県
の基準に基づいて、市でも取り組んでいる。また、改めて担当課と共有する。

会長 他に質疑等はあるか。



構成員一同 なし

会長
それではこれで質疑応答は終了する。
最後に、今後のスケジュールについて事務局より説明願いたい。

事務局

これまでの3回の審議会へのご協力に感謝する。いただいたご意見を参考に今後も市民
が安心して住み続けられる街づくりを行っていくのでご指導いただきたい。軽微な修正
や写真の変更に関しては、会長に一任していただきたい。
今後のスケジュールだが、各委員からのご意見を答申書として取りまとめ、会長より市
長に答申を行う。答申手交は１月27日を予定している。臨時庁議を経て３月議会で議決
後、製本となっているので、４月以降に各委員へ製本版を送付する。
以上が事務局からの説明とする。閉会。


